
第９回「高齢者の終末期医療を考える会」ご案内 

第９回「高齢者の終末期医療を考える会」を、下記の日程にてハイブリッド型式（オンラインと会場）で開催させて頂く 

ことになりました。ご多忙とは存じますが、一般市民、医療・福祉関係者の方々に広く参加頂けましたら幸いです。 

日 時：2022年８月６日（土）１４：００～１５：３０ 

場  所：札幌市教育文化会館 4階講堂 
札幌市中央区北1条西13丁目  TEL 011-271-5821 

総合司会 北海道循環器科病院 循環器内科 主任医長  福山周三郎 

代表挨拶  江別すずらん病院   認知症疾患医療センター長  宮本  礼子 

講演（14：00～15：00）

座長：札幌西円山病院院長   浦 信行 先生 

演者：江別すずらん病院 認知症疾患医療センター長  宮本 礼子 先生 

「高齢者終末期医療はこの10年でどう変わったか」 

～自分が望む最期を迎えるために～ 
質疑応答（15：00～15：30）  

共催：高齢者の終末期医療を考える会、エーザイ株式会社 

後援：北海道医師会（申請中）、札幌市医師会（申請中）、公益社団法人北海道看護協会（申請中）・ 

  北海道訪問看護ステーション連絡協議会（申請中）、公益財団法人 日本尊厳死協会 

申し込みに際し、ご入力いただきました個人情報は、本講演会開催以外には一切使用いたしません。 

個人情報は共催のエーザイ株式会社が個人情報保護方針（https://www.eisai.co.jp/privacy/）に基づき安全かつ適切に管理いたします。  

１．WEBでのご視聴方法 締切日：８月３日（水） 

下記URLまたは右の二次元バーコードより事前登録をお願いいたします。 

ご登録後に参加用URLメールが配信されます。当日はそちらからご入室ください。 

https://bit.ly/3pXlkc8 
ウェビナー(ミーティング）ID：895 1869 3173

パスコード：bA9spU5m

２．教育文化会館での聴講をご希望の方  締め切り；7月29日（金） 

下記必要事項を、e-mailもしくはFAXでお申し込みください。代表者が申し込まれる際は、人数の記載をお願

いします。新型コロナ感染対策のため、会場への参加は、先着70名とさせていただきます。 

会場での聴講可否につきましては申し込み順に返答させていただきますが、申し込みから７日以内に返答が

ない場合は、下記メールアドレスの斉藤までご連絡ください。 

申込先：エーザイ（株）斉藤宛 
FAX：011-205-0163、E-mail：t2-saito@hhc.eisai.co.jp 

申し込み必要事項：代表者名、参加人数、ご連絡先（FAXもしくはe-mail） 

https://bit.ly/3pXlkc8
mailto:t2-saito@hhc.eisai.co.jp


 

 

 

 第9回高齢者の終末期医療を考える会 
視聴方法のご案内 

1 １ 

事前登録完了後、メールにて参加用URLが配信されます。 

Zooｍをお持ちでない場合は、インストールを実行し

て、アプリを起動してください。 

「Zoom Meetingsを開く」ボタンをクリックして、 

ご参加いただけます 

既にZoomアプリをお持ちの場合 

URLの部分をクリックください。 

例) 

Zoomアプリをお持ちでない場合 

下記URLまたは、右の２次元バーコードからアクセスして事前登録を行ってください。 

≪Zoomをインストールが出来ない環境の場合≫ 

「ブラウザから起動してください」を選択すると お使いの

ブラウザでご参加が可能となりますが、安定したご参加、 

視聴のためにはインストールを行ってからの使用を推奨して 

おります。 

推奨ブラウザ（最新版に更新をお願いします） 
• Internet Explorer 10 以上 

• Microsoft Edge 38.14393.0.0 以上 

• Google Chrome 53.0.2785 以上 

• Safari 10.0.602.1.50 以上 

• Firefox 49.0 以降 

視聴に関するお問合せ先：エーザイ株式会社 事務局 

t2-saito@hhc.eisai.co.jp   

1 ２ 

1 ４ 1 ３ 

https://bit.ly/3pXlkc8 

mailto:t2-saio@hhc.eisai.co.jp
https://bit.ly/3pXlkc8
https://onl.tw/Mw18V7d
https://onl.tw/Mw18V7d
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